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１ いわて農業農村活性化推進ビジョン策定の趣旨 

本県の中山間地域は、県土の８割を占め、農業生産はもとより、県土の保全、自然環境の

維持、地域に根ざした伝統文化の継承などの多面的機能を有しており、農業が地域社会その

ものを支えている実態にありますが、平地地域に比べ人口減少の度合いが大きく、農業者の

高齢化も進んでおり、今後、急激に地域活力が低下することが懸念されます。 

このため、県内外の先進的な取組事例等から得られる活性化への取組のポイントを整理し、

地域経済を支える農業を核として、地域住民が多様なスタイルでいきいきと暮らし、移住・

定住志向者にも魅力的な中山間地域の実現に向けた推進方向を示すとともに、関連する施策

を総合的に取りまとめたものです。 

 

２ 本県における中山間地域の現状と課題 

 [現状] 

 (1) 平地地域に比べ、人口減少の度合いが大きく、農業者の高齢化も進んでおり、集落

機能が低下し、農地等の維持や生産活動の継続が困難になることが懸念されます。 

 (2) 農業生産額が年々減少し、農地の８割を占め、農業者の８割が居住する中山間地域

における農家所得が減少しています。 

 (3) 担い手へ農地利用集積を進める一方、出し手農家は、農業を通じた地域との関わり

が希薄になり、人口流出に繋がることが懸念されます。 
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【図１】岩手県の将来推計人口 
出典：国立社会保障･人口問題研究所 及び 岩手県 

【図２】岩手県の農業経営者数 
出典：農林業センサス 

【図３】岩手県の第 1次産業純生産額 
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出典：岩手県の市町村民所得 
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 [課題] 

 (1) 農業者の減少、高齢化が進んでいることから、次世代を担う新規就農者の確保や、

地域活動をけん引するリーダーの育成が必要です。 

 (2) 農業生産額が減少していることから、需要に即した産地づくりや６次産業化の取組

により、農業者の所得向上と雇用創出等を通じた地域活性化を進めることが必要です。 

 (3) 農山漁村の人口の社会減を緩和するため、移住・定住に向けた都市農村交流の取組

を進めていくことが必要です。 

 

３ 先進的な取組事例から得られる地域活性化への取組のポイントと推進方向 

県内外における先進的な取組事例を調査したところ、これらの地域においては、地域資

源を活かした農産物の生産、加工・販売や交流活動等の特色ある取組が行われており、優

れたリーダーや組織の下で、地域の将来像（地域ビジョン）が共有され、地域のまとまり

をもって、実現に至っている例が多く見られました。 

【先進事例調査の概要】 

１ 先進事例地区の主な取組内容 

① 地域資源を活かした農産物の生産、加工・販売の取組 

・ 女性、若者、高齢者等の様々なアイデアや技術を活かした地域特産品の生産･製造 

（例）地域特産米（黒岩めでた米、江刺清流米、門崎メダカ米）、西わらび、トマト加工品、

手作り団子、天然酵母パン、米粉パン、雑穀クッキー、山ぶどうワイン等 

・ 女性や高齢者などを中心としたグループによる、農家レストランや直売施設の運営 

・ 首都圏等に住む地元出身者への農産物の直送、首都圏（いわて銀河プラザ等）での販売 

② 地域間・世代間の積極的な交流促進 

・ ＮＰＯ法人によるグリーン・ツーリズム活動のコーディネート 

・ 都市住民が参加するお祭りの開催や農業体験の実施 

・ 地域の小学校との田んぼの生き物調査の実施 

③ 農地・農業用水等の保全管理の実施 

・ 農家と非農家で構成する集落組織による、農地・農業用水等の草刈り、清掃や補修等の

保全管理活動の実施 

・ 津波被災農地等のガレキ撤去や水路復旧 

④ 地域活性化の取組を行うための組織の育成 

・ 基盤整備を契機とした農業法人や集落営農組織の設立 

・ 農産物の加工・販売などを行う女性グループの設立  

・ 複数集落の連携（加工・販売施設の運営、大型機械の利用） 

２ 事例地区における活性化のポイント 

① 地域の取組を支える体制の存在 

・ 合意形成や事務手続を先導する地域リーダーや組織の存在 

・ 将来の話合いや伝統行事などに、農家と非農家、若者と高齢者など、多様な住民が積極

的に参加する地域のまとまり 
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② 地域資源を活かした農産物のブランド化や多様な人材が活躍する地域ならではの取組 

・ 地域資源を活かした産地化、ブランド化 

・ 地域の農産物を活用した特産品開発、製造や販売等における若者や女性の活躍 

・ 豊富な経験、熟練した技術を有する高齢者の活躍 

・ 都市と農村の交流や、周辺地域との連携など、他地域を巻き込んだ取組 

・ 先進事例や補助事業等の地域による積極的な情報収集 

 

こうした取組を参考に、本県の農業・農村における地域活性化への取組のポイントと推

進方向を整理しました。 

(1) 中山間地域を支えるリーダーや組織など“ひと”の活躍 

① 地域ビジョン※の作成と地域をけん引する人材の育成 

② 地域ビジョンを実践する組織体制の整備や広域連携 

③ 多様な農業者による持続的な農業の実現 

④ 地域独自の食文化や農業生産・加工技術を伝承する後継者の育成 

(2) 地域の伝統や豊かな自然を活かした魅力ある農業・農村づくり 

⑤ 変化に富んだ気候や立地条件を活かした農林産物の生産とブランド化 

⑥ 地域の農林産物の高付加価値化と販売先の確保 

⑦ 美しい田園風景や自然環境の維持・保全 

(3) 豊かな地域資源を活かした都市農村交流の拡大と移住・定住の促進 

⑧ 地域資源を活かした農業体験メニュー等の情報発信 

⑨ 農業体験や教育旅行等の受入れ態勢の整備 

⑩ Ｕ・Ｉターンなど移住・定住の促進 

※ 地域ビジョン：集落（又は複数集落や昭和合併前の旧市町村）単位で、地域住民が話し合いにより作成する、農業

を核とした地域のめざす姿とその実現に向けた取組等の計画のこと。 

 

４ 10 年後を見据えた中山間地域活性化の基本目標（めざす姿） 

『多様なスタイルでいきいきと暮らせる中山間地域の実現』 

認定農業者など地域農業の担い手のほか、林業や水産業、製造業、サービス業などと兼業する

農業者（半農半Ｘ）や、生きがい農業に従事する高齢者など、多様な農業者が参画しながら、い

わての中山間地域ならではのストーリー性のある農産物の生産や加工品の製造・販売、農村体験

や復興支援などの「つながり」による地域間や世代間の交流が行われるなど、中山間地域の人々

が多様なスタイルでいきいきと暮らすことができる農村社会の実現をめざすもの。 
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５ 地域活性化に向けた３つのポイントと 10 の推進項目 

(1) リーダーや組織など“ひと”の活躍に向けて 

【推進項目１】 

地域の特性や資源を活かした地域ビジョン作成や、ビジョンを実現するための活動をけ

ん引する人材の育成を支援します。 

 【具体的な取組】 

  ① 住民が主体となった地域ビジョン作成 

   ⅰ 地域の合意形成に向けたワークショップの開催を支援 

   ⅱ 地域活性化のリーダー育成や地域住民の意識改革に向けた先進地視察、セミナーへの参

加を支援 

  ② 女性が描く夢やアイデアの実現に向けたプラン作成 

   ⅰ 若手女性や農業女子グループ等が描く農村活性化のアイデアについて、専門家等からア

ドバイスを受けるなどにより、実現に向けた取組を支援 

  ③ 地域資源等を地域ぐるみで活用するための人材育成 

   ⅰ 地域活性化に向けた住民意向調査、体制づくりのためのワークショップ、実施計画づく

りや技術研修会の開催を支援 

   ⅱ 地域の活性化に関する指導・助言等を行う人材の育成に向けた研修会の参加を支援 

   ⅲ ６次産業化を指導・実践する人材の育成に向けた研修会を開催 

[主な事業]（☆：H28 新規） 

 ・ いわて農山漁村コミュニティ活性化支援事業 ☆ 

 ・ むら･もり･うみ女子ネットワーク活動等応援事業 ☆ 

 ・ いわて６次産業化ネットワーク活動推進事業 

 ・ ふるさとづくり推進事業 

 ・ ふるさと水と土保全対策事業 

 ・ 農山漁村振興交付金 ☆ 

 

【推進項目２】 

地域ビジョンを実践する体制の整備や広域連携の取組を支援します。 

 【具体的な取組】 

  ① 地域ビジョンを実践する体制の整備 

   ⅰ 地域活性化に向けた住民意向調査、体制づくりのための地域住民によるワークショップ、

地域資源活用に向けた推進体制や組織の構築を支援 

   ⅱ 推進項目３～10 の取組を進めるに当たって、必要となる体制（集落営農組織、若手や女

性農業者のグループ等）の構築を支援 
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  ② 広域連携の取組支援 

   ⅰ 単一の集落等では取組が困難な場合は、複数の集落等による協働活動を促進（農作業受

委託や鳥獣害防止活動の広域化等） 

ⅱ 農産物の庭先集荷や農業資材購入を共同で行う仕組みの構築を支援 

[主な事業]（☆：H28 新規） 

 ・ いわて農山漁村コミュニティ活性化支援事業 ☆ 

 ・ むら・もり・うみ女子ネットワーク活動等応援事業 ☆ 

 ・ いわて地域ぐるみ６次産業化支援事業 ☆ 

 ・ 農山漁村振興交付金 ☆ 

 ・ 中山間地域等直接支払事業 

 ・ 農地維持支払交付金 

 ・ 資源向上支払事業 

 ・ 農業経営力向上支援事業 

 

【推進項目３】 

半農半Ⅹなど多様な農業者による持続的な農業の実現と、地域が主体となった就農支援

体制の整備を支援します。 

 【具体的な取組】 

  ① 多様な農業者による農業生産活動の支援 

   ⅰ 他産業と兼業する農業者（半農半Ｘ）や生きがい農業に従事する高齢者などの営農継続

に向けた、集落ぐるみで行う営農活動を支援 

   ⅱ 多様な農業者の営農継続等を図るため、農作業受委託等による耕作放棄の防止のほか、

地域の実状に応じた区画拡大や暗渠排水などの簡易な基盤整備を支援 

② 市町村等と連携した就農受入から定着までの継続的な支援 

   ⅰ  就農志向者の受入から定着までの支援内容を明確にした、地域協議会が作成するアクシ

ョンプランの実践を支援 

ⅱ  若者・女性や新規学卒者、他産業からのＵ・Ｉターン者など県内外から多様な新規就農

者を確保するため、ポータルサイト等を通じて、就農や暮らしに関する情報を発信すると

ともに、農業法人等における農業体験や雇用就農の受け皿づくりを支援 

ⅲ  研修段階から就農初期段階の所得を確保するため、国の青年就農給付金制度を活用する

とともに、就農から経営自立までの発展段階に応じ、生産技術・経営ノウハウの習得や機

械・施設等の整備、青年農業者企業家塾等による新規就農者の経営力向上等の取組を支援 

[主な事業]（☆：H28 新規） 

 ・ いわて農山漁村コミュニティ活性化支援事業 ☆ 

 ・ 活力ある中山間地域基盤整備事業 ☆ 

 ・ 新規就農総合対策事業 

 ・ いわてニューファーマー支援事業 

 ・ 中山間地域等直接支払事業 
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【推進項目４】 

地域独自の食文化や農業生産・加工技術を伝承する後継者の育成と、次世代を担う子ど

もたちと熟練技術を持つ高齢者による世代間交流の取組を支援します。 

 【具体的な取組】 

  ① 岩手ならではの食文化の伝承・発信活動の促進 

   ⅰ 岩手県食の匠の認定や食の匠の情報交換会・研修会を開催 

  ② 食文化伝承を担う人材の確保 

   ⅰ 郷土料理の伝承と情報発信等を食の匠が直接指導し、後継者の育成を支援 

  ③ 次世代を担う子供たちの農業に対する意識の啓発 

ⅰ 地域住民が主体となった世代間交流による農業体験等の取組を支援 

[主な事業]（☆：H28 新規） 

 ・ むら・もり・うみ女子ネットワーク活動等応援事業 ☆ 

 ・ 農山漁村いきいきチャレンジ支援事業 

 ・ 中山間地域等直接支払事業 

 

(2)  地域の伝統や豊かな自然を活かした魅力ある農業・農村づくりに向けて 

【推進項目５】 

中山間地域ならではの気象や土壌条件を活かした農林産物（山菜や地野菜、雑穀など）

の生産、きれいな水や豊かな自然を売りにした米の生産等によるブランド化を促進しま

す。 

 【具体的な取組】 

  ① 中山間地域ならではの立地条件等を活かした農林産物の生産 

ⅰ 多様な農業者が参画した産地づくりを支援 

ⅱ 産地直売所向けの少量多品目生産など、実需者ニーズに基づく生産・販売方式の導入を

支援 

② 地域のブランド化に向けた情報発信や販売促進活動 

ⅰ 県のポータルサイト等を活用した情報発信や、首都圏等でのフェア開催などを通じて、

農林産物の認知度向上とブランド化を支援 

[主な事業]（☆：H28 新規） 

 ・ いわて農山漁村コミュニティ活性化支援事業 ☆ 

 ・ いわて地域ぐるみ６次産業化支援事業 ☆ 

 ・ 園芸雑穀新品種協働開発事業 
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【推進項目６】 

若者や女性のアイデアや地域の農林産物を活かした商品、高齢者の経験や熟練技術など

を活かした食文化を今に伝えるそばやもちなど、その地域ならではの加工品の製造を支援

します。 

また、産地直売所等により、生産者自らが農林産物を対面販売することで、安全・安心

な農林産物を求めている顧客の確保を支援します。 

 【具体的な取組】 

  ① 特色ある地域資源の付加価値向上等を図る取組の試行・実践 

   ⅰ 県・市町村・関係団体の協働により、地域ぐるみで６次産業化を推進するため、地域の

生産者や商工業者等の一体的な動きを興し、農林産物を活用した発信力のある特産品開発

や料理メニューの提供を行うなど、多様な取組を支援 

ⅱ 若手・女性グループなど、意欲ある生産者による６次産業化の取組拡大に向けて、生産

者と商工・観光業者等の交流・商談機会を提供しながら、商品開発や販路開拓等を支援 

  ② 産地直売所の誘客力・販売力の強化 

   ⅰ 産直と食材供給先とのマッチングや産直に併設するレストランの運営など多角的な取組

を支援 

  ③ 加工・流通・販売等のための施設等の整備 

   ⅰ 地域資源を活用した加工品の製造・販売等のための施設整備を支援 

[主な事業]（☆：H28 新規） 

 ・ いわて農山漁村コミュニティ活性化支援事業 ☆ 

 ・ いわて地域ぐるみ６次産業化支援事業 ☆ 

 ・ いわて６次産業化ネットワーク活動推進事業 

 ・ いわて地域農業マスタープラン実践支援事業 

 ・ 農山漁村振興交付金 ☆ 

 

【推進項目７】 

潤いと安らぎのある田園風景や自然環境を守り、次世代へ継承していくため、農地や農

業用水の適切な保全管理を支援します。 

 【具体的な取組】 

  ① 地域が共同で行う農地の草刈りや水路の泥上げ、農業用水路等の補修や農村環境保

全活動の支援 

   ⅰ 地域が共同で行う農地の草刈り、水路の泥上げ、農道の路面維持等の保全管理活動を支

援 

   ⅱ 水路、農道、ため池の軽微な補修など施設の長寿命化や農村環境の保全（植栽、ため池

の外来種駆除等）などの活動を支援 

  ② 中山間地域等における農業生産を維持する活動の支援 

   ⅰ 鳥獣害対策や耕作放棄の防止など、持続可能な生産活動を支援 
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[主な事業]  

 ・ 農地維持支払交付金 

 ・ 資源向上支払事業 

 ・ 中山間地域等直接支払事業 

 

(3)  都市農村交流人口の拡大と移住・定住の促進に向けて 

【推進項目８】 

地域資源の再発見（農林産物、食文化、加工品、農村風景、伝統芸能等）、地域資源を

活かした農業体験やワーキングホリデー、田舎暮らし体験等について、ＩＣＴ等を活用し

た情報発信を支援します。 

 【具体的な取組】 

  ① 地域資源の賦存状況・利用形態の調査 

   ⅰ 地域資源の発掘や文献による資源調査、地域資源の管理・保全形態の調査等を支援 

  ② 地域資源を活かした農業体験等の情報発信 

ⅱ 県外誘致説明会でのＰＲや各グリーン・ツーリズム協議会等における情報発信を支援 

[主な事業]（☆：H28 新規） 

 ・ いわて農山漁村コミュニティ活性化支援事業 ☆ 

 ・ いわて都市農村共生・対流推進事業 

 ・ 農山漁村振興交付金 ☆ 

 ・ ふるさとづくり推進事業 

 

【推進項目９】 

農業体験や教育旅行、外国人旅行客等の受入れ態勢の構築を促進します。 

 【具体的な取組】 

  ① 農業体験等の相談窓口の設置 

   ⅰ 各地域のグリーン・ツーリズム協議会等における農業体験等の相談窓口設置を支援 

  ② 農家民宿の開業支援 

   ⅰ 農家民宿開業支援のためのサポーター派遣や研修会を開催 

  ③ グリーン・ツーリズムのプロ人材の育成 

   ⅰ 実践団体の職員等を対象としたグリーン・ツーリズム実践塾を開催 

[主な事業]（☆：H28 新規） 

 ・ いわて農山漁村コミュニティ活性化支援事業 ☆ 

 ・ いわて都市農村共生・対流推進事業 
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【推進項目 10】 

Ｕ・Ｉターンなど移住・定住を促進します。 

 【具体的な取組】 

  ① 移住相談窓口の設置 

   ⅰ 首都圏において移住相談窓口を設置 

  ② 首都圏における移住希望者等への情報発信 

   ⅰ 首都圏における移住イベント・相談会を開催 

ⅱ 岩手暮らし体験ツアーを開催 

[主な事業] 

 ・ ふるさとづくり推進事業費 

 

６ 推進方法 

  地域活性化の取組は、集落の方々が主役となり、創意工夫を凝らしながら実践すること

が重要です。 

しかしながら、人口減少や高齢化が著しい中山間地域では、様々な関係者が関与し、地

域の方々の取組を支援する必要があると考えられることから、推進方法として行政の役割

や関係団体等への期待を整理しました。 

(1) 県の役割 

地域の取組の段階に応じた支援を行うため、「５ 地域活性化に向けた３つのポイント

と 10 の推進項目」に掲載した各種事業により、人材育成や地域ビジョンの作成支援、所

得向上や雇用創出に向けた地域活性化の取組支援を行うほか、県が設置する農村活性化地

域ビジョン支援チーム等による人的支援を行います。 

＜地域ビジョン作成段階＞ 

① 地域ビジョンの作成や取組の実践につながるきっかけづくり（中山間地域等直接

支払制度の協定集落での話し合いやほ場整備事業の導入等） 

② 地域ビジョン作成に向けた、専門家の派遣や先行事例の紹介 

③ 補助事業制度など支援策の紹介、提案 

④ 地域リーダー等の人材育成研修の実施 

⑤ 市町村を越えた広域的な課題解決の支援 

＜地域ビジョンの実践・自立段階＞ 

⑥ 地域ビジョン実現に向けた実践支援（具体的な取組を支援する補助制度の導入） 

⑦ 優良地区への表彰、県内外への成功事例の情報発信 
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(2) 市町村の役割 

① 地域ビジョンの作成誘導、支援 

② 地域ビジョン実現に向けた、集落等の取組の段階に応じた支援 

③ 地域ぐるみの取組に対する事業実施等を通じた支援 

④ 市町村内外での活性化の取組等の情報収集や発信 

(3) 関係団体、企業、ＮＰＯ、教育機関等への期待 

① 取組の実践に向けた専門分野に関する支援（特産品開発、６次産業化、グリーン・

ツーリズム等） 

② 地域資源を活かした活性化の取組の実践 

③ 活動内容の情報収集や発信 

④ 社会貢献活動（ＣＳＲ）としての農業体験、研修等の実施 

(4) 都市住民の皆さまへの期待  

① 農村地域への訪問、地域農産物の購入 

② 農業･農村のもつ多面的機能への理解促進 

③ 地元では気づかない農村の魅力発見 

④ 地域のファンとしての情報の発信（ＳＮＳ等） 

⑤ 農村地域への移住・定住 

⑥ 地域出身者の農業体験や郷土芸能、地域づくり活動等への参加 

⑦ 災害時等のボランティア活動 

 

７ 先進地区の取組事例 

 ① 農家レストランの運営と農産物や加工品の出張販売で６次産業化を実現！ 

～森
もり

のそば屋
や

、みち草
くさ

の驛
えき

（葛巻町）～ 

 ② 集落が一体となり景観形成や遊休農地の解消を行うなど世代間交流が活発化！ 

～帷子
かたびら

資源
し げ ん

保全協
ほぜんきょう

議会
ぎ か い

（八幡平市）～ 

 ③ 14 集落が連携して、直売所と加工施設を運営し地域の所得が向上！ 

～産直源
さんちょくげん

休館
きゅうかん

（奥州市江刺区）～ 

 ④ 地場産米のブランド化や首都圏向け直送便により所得向上と都市農村交流を両立！

～鳴瀬
な る せ

振興
しんこう

組合
くみあい

（奥州市江刺区）～ 

 ⑤ 加工用トマトの生産､トマトラーメン等の製造・販売により６次産業化を実現！ 

～農事
の う じ

組合
くみあい

法人上
ほうじんかみ

小田代
こ だ し ろ

（奥州市江刺区）～ 

 ⑥ 地場産米を活用した米粉パン等の製造･販売による６次産業化と地産地消を両立！ 

～農事
の う じ

組合
くみあい

法人
ほうじん

町井
ま ち い

アグリフレンド・ファーム（花巻市東和町）～ 
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 ⑦ 地域の女性が農家レストランの運営や食文化の伝承を積極的に展開！ 

～あやおり夢
ゆめ

を咲かせる
 さ

女性
じょせい

の会
かい

（遠野市）～ 

 ⑧ 一集落一農場構想の実現に向け、地区外出身者や女性など多様な人材が活躍！ 

～農事
の う じ

組合
くみあい

法人
ほうじん

宮守
みやもり

川
がわ

上 流
じょうりゅう

生産
せいさん

組合
くみあい

（遠野市宮守町）～ 

 ⑨ ＮＰＯと生産組合が連携し、ブランド米の生産・販売や直売所の運営が実現！ 

～特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

あすの黒岩
くろいわ

を築く
きず

会
かい

（北上市）～ 

 ⑩ 婦人会や教育振興会などと連携し、植栽活動や農業体験など世代間交流を実施！ 

～新町区
しんまちく

農地
の う ち

・水
みず

環境
かんきょう

保全会
ほぜんかい

（西和賀町）～ 

 ⑪ めだか米やホタル米など、豊かな自然環境を活かした地場産米のブランド化を推進！ 

～門崎
かんざき

地区
ち く

農地
の う ち

管理
か ん り

組合
くみあい

（一関市川崎町）～ 

 ⑫ 女性が法人経営に参画し、米粉パン等の商品開発を行うなど経営の多角化を牽引！ 

～農事
の う じ

組合
くみあい

法人
ほうじん

おくたま農産
のうさん

（一関市千厩町）～ 

 ⑬ 被災農地のガレキ処理や水路復旧を地域自らが取り組み早期営農再開を実現！ 

～摂待
せったい

水利
す い り

組合
くみあい

農地
の う ち

と水
みず

の会
かい

（宮古市田老町）～ 

 ⑭ そばや団子など郷土食の実演指導を通じた伝承活動や都市農村交流の取組を実践！ 

～成
なり

谷
や

自然食
しぜんしょく

の会
かい

（久慈市山形町）～ 

 ⑮ 郷土食などの加工品を直売所のほか首都圏の店舗などで積極的に販売！ 

～キッチンガーデン（二戸市浄法寺町）～ 
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位置図 

「先進地区の事例紹介」では、県農林水産部が

平成 27 年７月に調査した地区のみを掲載。 



















 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

いわて農業農村活性化推進ビジョン 

 

平成 28 年２月 

岩手県農林水産部 

〒080-8570 岩手県盛岡市内丸 10-1 

農村計画課 電話 019-629-5666 

農業振興課 電話 019-629-5647 


